
大仙市立大川西根小学校  

                                       学 校 報 

【学校教育目標】 

『 すすんで考え すすんで表現できる子どもの育成 ～ 夢をいだき 笑顔一番！ ～ 』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８．３．９ 

＜No．２３＞ 

【文責：校長】 

＜追悼のお願い＞ 

★ 本日、全校児童に東日本大震災の追悼

のお話をしました。明後日１１日は日曜日

で、学校は休みです。そこでお願いです。

１１日の午後２時４６分、ご家庭で子ども

と一緒に、「できる範囲」で追悼の意を表し

ていただければと思います。 

＜卒業式服装のお願い＞ 

■１５日（木）は卒業式です。

在校生（１～５年生）の服

装は、儀式に相応しいもの

で参加をお願いします。

「フード付きのもの」「ジ

ャージ」はお控え下さい。 

＜東日本大震災７年追悼のお話＞ 

  

忘れてはいけない日、２０１１年３月１１日、午後２時４６分。明後日で、東日本

大震災が発生してから満７年になります。この時、１年生は生まれてすぐの頃、６年

生は保育園の年中さんだったでしょうか。 

 ７年が過ぎても、被災地の復興はまだ完全には進んでいません。被災地の人たちは

不便な、そして辛い生活を送っています。 

私たちの町大仙市では、被害を受けた岩手県や仙台市の方々に、「みなさん頑張っ

てください！」という気持ちで、被災地に何度も行って、プランターに花を植えたり、

地元の方々とお話をしたりして、精一杯の応援と心の交流を図っています。学校間交

流をしているところもあります。 

それでも、被災地の方々が元の生活を取り戻すまでにはもう１０年、いや２０年は

かかるかもしれません。１０年、２０年たつと皆さんはもう立派な大人になっていま

す。被害を受けた街が元の生活を取り戻し、人々が元気になるためには、これから大

人になる皆さんの知恵と行動力が、ますます必要になります。絶対に必要です。 

 私たち日本人は、人としてこの３月１１日を、一生忘れてはいけないのです。震災

から７年が経った今、「被災者のために、被災地のために、自分にできることは何か」

を考え、一人一人が行動を起こしていくことを約束しましょう。 

最後に、この震災で亡くなられた１５,８９４名のご冥福をお祈りし、２,５４６名の

行方不明の方々が家族と再会できることを願います。そして、いまだ避難されている

８万６９８５人の方々が、一日も早く安心した生活を送れることを切に望みます。 


